






【要約】 

現在国内で市販されているクレチン症マススクリーニング用の乾燥濾紙血液 TSH測定キッ

トでモノクローナル抗体を用いている 5 種類のキットの比較では、キット間で内因性 TSH

と精製標準 TSH に対する反応性が異なることが示唆された。また、キット間の再現性の相

違とともに、同一キットで同一ロットを用いている施設間での再現性にも大きな差が認め

られた。実際のスクリーニングでのカットオフ値と再採血率は各スクリーニング施設によ

り大きく異なっていた。以上の結果から標準 TSH 乾燥濾紙血液作成用 TSH の再検討ととも

に、試薬メーカーの安定したロットの供給と各スクリーニング施設の検査担当者への定期

的な研修が必要と考えられた。 


